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【目的】 

（１） 良質な医療を、効率的かつ適正に提供する。 

（２） 急性期、回復期、維持期の医療施設が情報を共有する。  

（３） それぞれの医療施設の役割分担を明確化する。 

（４） 患者に対して診療内容、治療経過、最終ゴールを明確化する。  

（５） パスの記載内容を収集・解析することで現状の問題点を把握し、今後の施策を検討

する。 

 

 

【対象】 

・心大血管疾患リハビリテーション料で算定する全例 

 

 

【基本原則】 

・連携パス/各期別タスクは「紙運用」 

 

・連携パスおよび各タスク記載のタイミングは、連携パス/タスクともに転院/自宅退院直前

の状態とする。 

  回復期後期の場合、算定 150 日直前 

  維持期の場合、150 日以降/月に 13 単位後の心リハ終了直前 

 

・入力者については任意とする。 

  各施設にて検討いただき、記載者の選定をお願い致します。 

  医師/看護師/リハスタッフ/薬剤師/管理栄養士 等 

 

・心大血管疾患リハビリテーション料で算定するリハビリテーション終了時を、地域連携パ

ス終了点とする。 

 

【注意点】 

・リハ開始となった時点でパス導入する。 

・時期的区分は、心血管疾患におけるリハビリテーションに関するガイドラインに準じる。 



【熊本心リハ地域連携パスの構成書類】 

① 連携パスオーバービュー 

 
 

 

② 回復期前期タスク 

 

 



③ 回復期後期タスク 

 

 

 

④ 維持期タスク 

 

 

 

 

 



⑤ 患者様用連携パス 

 

 

 

⑥ 自己管理用紙              ⑦項目記載説明書 

 



【基本的な書類の流れ】 

・患者様と連携パス/タスク等の原本は一緒に移動 

・持参もしくは送付されたパス/タスクに追記 

・期別終了時に記載されたパスはコピーし、レターパックへ 

・通し番号記載/氏名/生年月日⇒対応表（Excel）へ記載  

・一定数集まり次第、事務局へ郵送 

 

 

 

【データ集積の方法】 

・連携パスオーバービューと各期タスクのコピーを、レターパックにて定期的に事務局まで

送付する。その際、氏名と生年月日の黒塗りが必要。 

 

 

 

 



・対応表（Excel）を作成し、入力後、Excel ファイルに鍵をして事務局にメールで返送する。 

 

 

 

＜送付先 熊本県心臓リハビリテーション推進協議会のメールアドレス＞ 

Kumamoto.CAREunited@gmail.com 

 

 

・Excel ファイルに鍵をする方法 
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【運用手順について】 

急性期病院 回復期/一般病院 

１．連携パス立ち上げおよび記載 

２．回復期前期タスク実施および記載 

３．患者様用パス説明 

４．転院/自宅退院時に通し番号対応表に記載 

５．連携パス/前期タスク印刷 郵送 

 

※回復期後期へ移行しなければパスは終了。原本は患者様本人が希望すればお渡しする。 

※転院の場合でも、心大血管疾患リハビリテーション料算定継続でなければ、サマリーには

同封せずパスは終了。（熊本県 59 施設一覧表参照）介護保険サービス利用の場合も同様。 

 

回復期後期 回復期/一般病院 

１．連携パスの追記 直接外来心リハから開始の場合、連携パス立ち上げおよび記載 

２．回復期後期タスク実施および記載 

３．患者様用パスの追加説明 

４．算定 150 日終了時に通し番号対応表に記載 

５．連携パス/後期タスク印刷 郵送 

 

維持期 

１．連携パスの追記 

２．維持期タスク実施および記載 

３．終了時に通し番号対応表に記載 

４．連携パス/維持期タスク印刷 郵送 

 

 

 

【問い合わせ先】 

熊本県心臓リハビリテーション推進協議会事務局 

Kumamoto.CAREunited@gmail.com 

 

 

【運用開始日】 

2024 年 6 月より運用開始。 

 


